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１．研究計画の概要 

研究は基本的に文献史料に依拠して行い、対
象時期を明代後半から清代初期の 16-17 世紀
に限定する。研究のための視点として、「海
域」・「陸域」・「海と陸をつなぐもの」という
三種のアプローチを試みる。20 年度には広
東・海南周辺海域、21 年度以降には雲南や広
西等、地方官府や土司の動向に焦点をあて、
中越両国間の民間交流の実態を明らかにす
る。中国の地方志・上奏文・文集、ヴェトナ
ム側の史籍としては各種史書・政書、そのほ
かヨーロッパ人による文献として Hakluyt

叢書及びイエズス会年報・書簡集等を精査す
る。中国は広東・広西・澳門、ヴェトナムは
ハノイの漢喃研究院、リスボンおよびゴアの
文書館等で文献調査を行いつつ、現地の研究
者と情報の交換をはかる。期間前半にヴェト
ナム語、後半にポルトガル語の習得に努める。
また、ヴェトナム文献の読解のため、チュノ
ムについても現地の研究者の教示を得なが
ら身につける。 

 

２．研究の進捗状況 

計画段階では明末清初という時期を念頭に
おきながら 16-17 世紀を研究対象とする予定
であったが、現在のところ、17 世紀には手を
つけず、16 世紀の前半から中盤の広東・広
西・海南島などの華南諸地域とヴェトナムの
関係に対象を絞って調査を進めている。具体
的には、16 世紀前半の莫氏政権の成立に際し
ての中越両国の諸勢力の動向、すなわち海域
については欽州湾一帯の商人・真珠採取業
者・海賊など、陸域については広西省の「土
官」・「土人」と呼ばれるタイ系の住民に注目
している。史料についていえば、嘉靖・万暦
刊行の広東・広西両省通志、『皇明経世文編』

等については、関係記事を抜き出す作業に一
段落つけることができた。ただし、府志や県
志、個人の文集は数量的に膨大なこともあり、
いまだ調査を継続中である。ヴェトナム側の
文献は当該時期のものは非常に乏しく現在
の段階では『大越史記全書』に頼るほかない。
ヴェトナムの学界においても莫氏政権に対
する再評価が進んでおり、ハノイ調査の際に
も研究書や論文集の購入を試みたが、多くが
品切れで入手は進んでいない。ポルトガル語
史料についていえば、すでに日本語訳されて
いる 16 世紀の旅行記やイエズス会関係資料
集は、中国を対象とするものがないわけでは
ないが、基本的に日本との関係に主眼があり、
とりわけヴェトナムに関する言及は限られ
ている。これまでの調査で、中国は 16 世紀
中葉以降、ヴェトナムは 17 世紀中葉以降、
スペイン・ポルトガルに保存されるイエズス
会の報告が重要な史料となることがわかっ
ている。すでに目録やピントの旅行記などの
出版物は入手しているが、実際に原文書を扱
っての研究は時間的な制約から十分に行え
てはいない。 

 

３．現在までの達成度 

②おおむね順調に進展している。 

（理由）17 世紀についてはまだほとんど手を
つけられていないが、16 世紀前半から中盤に
かけての基本文献は把握している。ヴェトナ
ム語やポルトガル語については、現地研究者
と議論するにはさらなる努力が必要だが、論
文を読解し、現地の文書館で調査を行うこと
は可能なレヴェルに達した。広東やゴアでは
いまだ調査を行えていないが、ハノイ・澳
門・海南・広西・リスボン等における調査は
一定の成果があった。関連する膨大な文献の
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調査研究はいまだ継続中だが、今のところ、
これまで十分に注目されてこなかった史料
をいくつか発見することができた。 

 

４．今後の研究の推進方策 
まとまった研究成果をだすため、16 世紀に時
期をしぼって、関連する文献の総合的な把握
に努める。一方、中越国境をこえるタイ系住
民の活動に関する調査を継続し、ヴェトナム
側におけるその研究史を再調査する。 
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